
















































































①絹布の検討：前述の 3 種のタンニン剤を用いて、酸性未処理と酸性処理(pH4.5 付近と 3.0-
3.5 付近)のタンニン溶液を用意し、絹布をタンニン処理し絹布のサンプルを得た。その後、タ
ンニン処理済み絹布を紫外線測定器とともに、日光の下で 3h 毎、照射・測色を繰り返し、照射
時間が合計 21h になるまで繰り返した。 
②水溶液の検討：3 種の各タンニン剤を用いて、酸未処理と酸処理(pH4.5 付近と 3.0-3.5付






















図 1 豚革 n=84 と人工皮革 n=114 
の各起毛素材による色度図 
 
